Climate in spring in Germany and musical expression on "spring" in the classic and the romantic songs -A trial of joint activity of music with meteorology- by Kato, Haruko & Kato, Kuranoshin
ドイツにおける春の気候的位置づけと古典派，ロマン派歌曲に
みられる春の表現について－教科をこえた学習に向けて－
加藤晴子（くらしき作陽大学音楽学部）　加藤内蔵進（岡山大学教育学部）
どの音楽作品にも，その背景には当該の地域の自然や文化が存在する。 学校教育において，音楽の生
成や表現を考え作品を総合的に理解するために，その歌が謳われた地域の気候や風土，生活習慣等の理
解が必要である。 、それによってはじめて，その地域の人々の気持ちに近づくことができるのであり，そ
のような気持ちで歌を歌ったり聞いたりすることができる。 そのためには教科間の連携が必要と考える。
そこで本稿ではドイツの春を取り上げ，気候的位置づけと古典派，ロマン派の歌曲に見られる春の表
現について検討した。 ドイツの5月は，太陽高度や日射量が急に増加し，冬から夏への昇温の最終段階
近くに対応する。 そのような春，5月をテーマとした歌曲では春に関する様々な音楽表現がみられる。
その結果から，音楽表現と気候の関係を視点として音楽科と理科との連携について述べた。
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1はじめに
どの音楽作品にも,その背景には当該の地域の自
然や文化が存在する。 学校教育において,音楽の生
成や表現を考え作品を総合的に理解するために,そ
の歌が歌われた地域の気候や風土,生活習慣等の理
解が必要である。
ドイツ文化圏の歌曲をみてみると,厳しく長い冬
と対比して春の喜びが歌われていることが多い。 そ
れらの歌曲の詩は,ゲーテ(Goethe,1749-1832)を
初め,オーヴァ-ペック(Overbeck,1755-1821),
シラー(Schiller,1759-1805),ヘルティ(H61ty,1748
-1776),ウ-ラント(uhland,1787-1862),ハイネ
(Heine,1797-1856),メ-リケ(MOrike,1804-1875)
等によるものである。 このような詩の中で,春の喜
びを表すキーワードの一つが5月である。
一般に中緯度地域では,太陽高度のサインカーブ
的な季節変化に伴い四季の変化が明瞭であるoしか
し,大規模な海陸コントラスト等を反映したモンス
ーンシステムの影響により,冬から夏への進行の中
で段階的で急激な季節遷移や,春と秋との非対称的
な季節進行がみられるなど,季節変化の過程はかな
り複雑で地域的差異も大きい(例えば,村上(2003),
加藤(2002)等の解説を参照)0
従って,冬から夏への
季節進行の中での春の位置づけには大きな地域差が
存在し，それが各地域の芸術作品へ独特な影響を及
ぼす要因になりえよう。
ところで，上記のような内容を例とする教科を越
えた学際的学習方法の開発を行うためにも，それぞ
れの分野間の内容が具体的にどのように関連してい
るのかを十分理解する必要がある。 そこで本稿では，
冬から夏への季節進行の位置づけの中で日本の気候
との比較もまじえながら，ドイツの春，特に5月頃
の気候の特徴をまず検討する。 また，その視点を踏
まえながら，古典派，ロマン派歌曲において春がど
のように表れているのかを考察したい。 その結果を，
教科をこえた学習へ向けての一助としたい。
2冬から夏への季節進行の中でみたドイツの5月
の気候特性（日本との比較も交えて）
2－1日本の春の季節進行過程
多かれ少なかれ，段階的な遷移に特徴づけられる
幾つかのステージを経て，季節は進行する。 従って，
芸術作品や風土等と季節との関わりを考える際には，
それが段階的遷移のどのステージに位置づけられる
のか，また，それらのステージ間の遷移がどのくら
い急激なのか，という点にも注Hする必要がある。
そこで本章では，東アジアに住む我々の理解を容易
にするために，ドイツの5月境の季節進行を日本の
それと比較しながら記述する。
北日本を除く日本付近では，地球規模のアジアモ
ンスーンシステムの季節進行の影響を受けて梅雨が
明瞭に出現し，しかも，それに関連した顕著な季節
遷移が何段階もみられる（加藤，1996，2002，2004，
等の解説参照）。例えば，5月初め頃から日本南方
に出現する前線が停滞前線的な性格を帯びやすくな
る（KatoandKodam8，1992），6月半ば頃のインド
モンスーン開始に伴い梅雨前線へ吹き込む対流圏下
層の南風が強まり西日本を中心に集中豪雨が頻発し
やすくなる（Kato，1989；Ninomiya，1989），等の遷移
がある。
図1は，毎日の地上天気図にみる各気圧配置型の
出現頻度を旬毎に12年分集計し，その季節進行を示
したものである（大和田（1992）の図より引用）。
周期的な天気変化をもたらす移動性の低気圧や高
気圧に覆われる頻度も高くなるが（「気圧の谷型」，
「移動性高気圧塑」の頻度増加），3月前半までは，
「西高東低型」（日本付近に北西季節風が卓越して
日本海側に降雪をもたらす「冬型」）の出現頻度もま
だ高く，「春は名のみの風の寒さや」という「早春賦」
の歌詞にふさわしい時期といえる。 3月後半－4月
には，「気圧の谷塑」と「移動性高気圧型」の2つが
出現頻度の大半を占めており，しかもそれらの頻度
がほぼ半々であることから，低気圧通過後には移動
性高気圧に覆われて穏やかな晴天になるという周期
的天気変化となりやすいことを示している。 一方，
5月になると，前線が東西に停滞する「前線型」の
頻度が増加する。この時期の停滞前線は南西諸島付
近の梅雨に関連したものであるが（KatoandKodama，
1992），日本列島では，その北側に位置し，東西に帯
状の高気圧に被われていわゆる「五月晴れ」となる
ことも多い。このように，北日本を除く日本列島で
は，「春」といっても，季節感のかなり異なるステー
ジが存在するのである。
図1（a）東アジアにおける代表的な気圧配置型。大和田（1992）を引用した大和田（1994）より転載。
（％）
図1（b）それぞれの気圧配置型の旬別出現頻度の季節変化。 1979－1990年の統計。 大和田（1992）を引用した大
和田（1994）より転載。
2－2ドイツの春の季節進行と5月
ドイツといっても，北海やバルト海に画した北部
地域と，中南部地域との気候の差異は小さくないで
あろうが，本稿では対象とする作品との関連も考え
て，ドイツ中南部を中心とした気候を論ずる。
月平均気温の季節変化
－アウグスブルク－名古屋‥‥‥稚内
図2アウグスブルク,名古屋,稚内における月平
均気温気候値の季節変化(℃)0 詳細は本文を参照。
図2は,ドイツ南部のバイエルン州に位置するア
ウグスブルク(北緯4822′/東経1054′),及び,
名古屋,稚内における気候学的な月平均気温の季節
変化である。日本の地点に関しては,理科年表2004
年版(国立天文台編,丸善)に収録された1971-2000
年の平均値を示す。アウグスブルクに関しては,デ
ータ入手の都合により,1931-1960年の統計値を示
した(WorldSurveyofClimatology,Vol.6,"Climatesof
CentralandSouthernEurope'',ElsevierPublishing
Company,1977,全248頁,の表より)0
アウグスブルクにおける5月の平均気温は名古屋
の3月から4月にかけての平均気温に対応する。 す
なわちアウグスブルクでは,5月頃にようやく,西
日本から関東地方における彼岸過ぎの暖かさになる。
また北日本を除く日本列島の例である名古屋では,
最暖月の平均気温が27℃にも達し,5月から約9℃
も昇温する。一方,アウグスブルクにおける最暖月
の気温は20℃弱にしか達せず,5月からの昇温量は
約5℃と比較的小さい。
ところで,カレンダーのある特定の日の前後に特
定の天候が表れやすい場合,その時期は「特異日」
(singularity)と呼ばれている. 例えば,谷沢(1956)の
教科書にも,ドイツの各季節に見られる「特異日」
に関する記述がある。 それによれば,5月後半頃の
時期にはヨーロッパ大陸の高気圧に被われる状態が
持続しやすく,一つの高気圧に覆われるイベントの
平均持続期間は6.4Blも及ぶという。このような時
期を"Spatfruhling"と呼んでいる。
図3は,ドイツ中部付近の北緯50.625。 /東経
9.375の格子点における日々の地上気温,地上北西
風成分の時系列である1992年の気象庁作成の全球
客観解析データ(1日2回,1.875。緯度経度格子点
毎。以下,GANALと略す)に基づき抽出・計算し
た。なお,北西風成分は,風が北西から吹いてくる
場合にプラスの値になるように定義した。 季節的な
変化を表現するために,各気象要素について5日移
動平均した値の時系列も示す1992年の例では',5
月の初め頃まで北西風の成分をとる期間が多い。 し
かし5月半ば以降には,反対向きの南東風成分の卓
越する期間も長くなった。 このような地上風の卓也
風向の変化する5月10日前後に,地上気温が平均約
20℃のレベルに達したoこれが,荊述の"Spatfuhling"
に対応する′ものと考えられる。
さらに谷沢(1956)によれば,季節風の第1波、第
2波など(それぞれ,6月初め頃,7月半ば頃),北
海・バルト海起源の比較的冷涼で湿った気団が侵入
し曇天となりやすいイベントと,暖かい高気圧に覆
われるイベントとが交互に見られやすいという。 図
3においても,5月半ばから8月まで,気温がほぼ
一定の値のまわりを10日-30日程度の周期で変動
を繰り返している様子が分かる。 夏にも,5月頃よ
りも冷涼な日の出現が少なからずみられるわけであ
る。このように,ドイツでは,5月後半に平均気温
がほぼ年最高値に達し,かつ,夏の気温の季節内変
動が明瞭に見られる点に注意が必要である(5日移
動平均値で見ても,-15-25℃の間を上下している)。
図3北緯50．625つ東経9．3750における地上気温（℃），地上北西風成分（ms‾1）の時系列。5日移動平均
値も示す。
2－3ドイツ付近の大気循環場の季節進行と5月
次に，大気循環場の季節進行としてみた5月の特
徴について検討する。GANALに基づく500hPa等圧
面高度の平均値の分布の例を，2月，4・月，5月に
ついて図4に示す。 また，5月頃の海面気圧，及び，
850hPa面での気温の分布を図5に示す。500hPaは海
抜5．5kmぐらいの高度で対流圏中層に対応する。
850hPaは地上約1．5kmにあたる。
図4　500hPa等圧面高度の期間平均値の季節進行（卯m）。期間は1各図の上端を参照のこと。
図51992年4月30日－5月29日平均の海面気圧（SLP）（hPa），850hPa気温（T850）（℃）の分布。
一般的にいえば,中高緯度地域の上空では,南北
の温度差に対応して強い西風(偏西風)が吹いてい
る。なお,偏西風は地球の自転の効果により等圧線
(図4では等圧面高度の等値線)に沿って吹き,そ
の間隔が密なほど風速は強い。 また,上空で偏西風
の強風帯にあたる地域では,南北の温度差が大きい。
それに伴い,温帯低気圧・移動性高気圧が周期的に
発達・通過しやすい。 一方,上空の偏西風の強風帯
が南北に分離している場合,南側の強風帯付近では
一般に前線が停滞してぐずついた天候になりやすい。
例えば,5月頃の南西諸島に癖雨前線が停滞しやす
くなるのも,そのような上空の流れを反映している
という(KatoandKodama,1992)cしかし,二つの強
風帯に挟まれた領域では,上空の気圧の尾根(リッ
ジ)に対応して地上付近にも東西に帯状の高気圧が
覆い,比較的暖かく穏やかな晴天が持続することも
多い(例えば,日本付近の「五月晴れ」)0
図4によれば,ドイツ付近も冬には上空の偏西風
の強い領域にあたっている。 等圧面高度の等値線の
間隔は季節の進行に伴い開いてくるが,4月頃まで
は冬にみられるような流れのバターンが持続する。
しかし5月になると,ドイツ付近は南北に分離した
2つの偏西風帯に挟まれて,図5に示すような比較
的暖かい空気を持つ帯状の地上宙気圧が東西に伸び
るようになる.北緯45-60度付近では850hPaの等
温線の間隔は緩やかで,比較的値の大きな等温線が
より高緯度城まで走っている。 これに対応して
500hPaでもリッジとなっている。このようにドイツ
の5月は,分離した上空の偏西風の強風域の間に挟
まれて,比較的暖かく持続性のある帯状の高気圧に
覆われやすくなる時期だといえる。 但し,毎日の気
圧配置や天気システムの出現傾向の統計,季節内変
動の実態を通してみた夏の天候の特徴,等に関して
は,今後の検討課題としたい。
2-4ドイツの5月頃の気候と日射などの感覚的要
素について
気候環境の人間の感性への影響を考える上で,
「光の条件」も重要な因子の一つであろう。 図6は,
北緯50-ドイツ付近の緯度)と北緯35-西日本
一関東にかけての緯度)における可日照時間(2H)(昼
間の長さ。次式からは角度の単位で得られる),
cosH=-tanメtan∂
太陽の高度角が45。 以上になる時間数(2H4s),
sin45。=sin≠sin∂+COs≠cos∂cosH45>
及び,大気上端に達する日平均の日射量(Q),
Q=(S/n)(dm/d)l(sin?Ssin5・H+cos≠cos8sinH)
の季節変化を,それぞれ図6,図7,図8に示す。
但し,≠は緯度,∂は太陽の赤緑,S,d,d,,,は,そ
れぞれ,太陽定数,毎日の太陽地球間の距離,平均
太陽と地球間の距離である。 ∂や(〟dm)の傭は,理
科年表2004年度版に収録された借を参照した。 なお,
太陽の高度角αの時に地面で受けるE]肘の強さは,
太陽が天頂にあるときのsinα倍となるので,α
=45の場合,太陽が真上にあるときの7割強の日
射を受けていることになる。
5月頃には,北緯500では,昼間の長さが冬至の
頃に比べて約6時間も長くなる。 しかしそれだけで
なく,太陽が比較的高い高度にある時間帯の長さが
4月の間に急速に増加し,5月には北緯350におけ
る値に近づいてくる(図7)0これらを反映して,5
月頃における大気上端へ入射する1日あたりの日射
量は,北緯50。でも北緯350における値に近づく
(図8)0 しかも,北緯35。 でも3月前半頃に比べ
て5月半ばには約1.3倍に増加するが,北緯50。で
は同じ期間に約2倍の大きさに増加する。 このよう
にドイツでは,5月になって急に,比較的強い日、肘
を晴天時には受けやすくなるような季節的特徴がみ
られることになる。
大気上端での日平均の日射畠（W／m★★2）
－50N一一一35N
図8図6と同様。 但し，大気上端に達する日平均
の日射量（Wm‾2）。
図9は，アウグスブルクにおける霧日数と雷日数
の季節変化を図2と同一の資料に基づき示したもの
である。前述の日射め条件に加えて，図9によれば，
冬の間ずっと高かった霧日数が4月頃から急に減少
する。これらのことから，5月頃になると陽光を浴
びる機会が季節進行として急に高まることが期待さ
れる。また，雷日数も5月頓から急増する。 詳細は
今後の調査が必要であるが，雷の増加は内陸部での
日射の増加にも関連している可能性があろう。 もし，
陸面での日射の増加にも関連した現象であるならば，
夕立や通り雨のような現象としての雷の増加も，作
品に対する心理的な影響として働きうるからである。
図9アウグスブルクにおける霧日数と雷日数の季
節変化。1931－1960年の統計。
また，花々の開花の時期がどうなるかも心理的な
面への影響を考える際には重要な因子の一つであろ
う。残念ながらドイツの開花に関する資料の入手が
出来なかったので，具体的な事実を記述することは
出来ない。しかし，アウグスブルクの他，理科年表
に収録されているオーストリアのウィーン，ハンガ
リーのブダペストなどと冬から初夏への気温の季節
変化が類似している地域を日本の気象官署から探す
と，東北地方の北半分がほぼ該当する。
理科年表2004年版によれば，名古屋での開花日の
平年値は，ウメ2月5日，タンポポ3月2日，ソメ
イヨシノ3月28日，ヤマツツジ4月11日と，全体
として開花時期が早いだけでなく，その生物種間の
差異も大きい。一方，例えば秋田では，ウメ4月11
日，タンポポ4月24日，ソメイヨシノ4月19日，
ヤマツツジ5月5日と開花時期が遅くなるだけでな
く，多くの種の開花時期が近づいてくる（具体例は
略すが，北海道ではその傾向は更に顕著である）。 従
ってドイツにおいては，北日本に見られるような多
数の種の開花時期がどのくらい集中するかという点
にも目を向ける必要がある。
なお，「光の条件」に関連して，「人々にとって森
や山は無条件に美しいものではなく，むしろ神秘や
恐怖を包み持つ不気味なものと感じられていた。」と
小塩（1982）等が述べているように，暗い森の存在も
様々な文学作品の背景として取り入れられている。
ゲーテ「ファウスト」の悲劇第1部「ヴァルプルギ
スの夜」の場面や，グリム童話の数多くの話は，そ
の例である（宮下（1982）等の解説参照）。従って，本
稿では剖愛するが，「森の存在の特性」との関連も，
本テーマに関連し七今後検討すべき課題の一つであ
る。
2－55月の気候に関するまとめ
ドイツの季節進行の中で見た5月の位置づけにつ
いては，次のようにまとめられる。
（1）ドイツ中部・南部の5月は，北日本を除く日
本列島の3月後半－4月初め頃の気温に対応する。
しかしドイツの5月は，日本と違って，冬からの昇
温が続いて夏の気温にかなり近づいた時期にあたる
（5月から最暖月までの昇温量は小さい）。 5月頃に
3　歌曲にみる春，5月
3－1春あるいは5月をテーマとした声楽作品
は上空の偏西風帯が南北に分離し，ドイツ付近は，
それらに挟まれた比較的温暖な帯状の高気圧に覆わ
れやすくなる。
（2）ドイツの緯度でも，5月頓になると太陽高度
の比較的高い時間帯の長さや，1日あたりの大気上
端への日射量が急増する。しかも，春になると霧日
数が減少し雷日数が増加するので，「光」の点でも，
5月は特徴的な時期と考えられる。
表1ドイツ文化圏の代表的作曲家の歌曲作品において題目に春あるいは5月が含まれる主要作品一覧
（凡例）オーストリア：A，ドイツ：D
本表は次の資料・文献から該当作品を抽出し作成した。r音楽テーマ事典第3巻歌劇／声楽j1983音楽之友社，「音楽の友・別
冊タラツシック名曲事典」1985音楽之友社，r標準音楽事典j1966音楽之友社，「シューベルトの歌曲をたどってjフィッシャー・
デイースカウ原田茂生訳1976白水社，rシューマンの歌曲をたどってjフィッシャー・デイースカウ原田茂生訳1997白水社
3－2声楽正恵にみられる春，5月の扱い
作品にみられる春，H5月に関する表現は大きく次の2種に整理できる。
・動物の鳴き声や動きや自然環境等の描写，模倣
・内面心情表現，イメージ
次に例を挙げながら，表現についてみていきたい。
（1）動物の鳴き声や動きや自然環境等の描写，模倣
①動物の鳴き声や動きの描写，模倣
ex．1“Fruhlingstraum”（シューベルト）
伴奏の第16，18，20小節日には急激な音量変化を伴ったオクターブの動きと和音によって，鶏の鳴き
声が描写されている。
ex．2“AndresMaienlied”（メンデルスゾーン）
この油はAllegrovivaceの速い曲である。伴奏の16分音符の連続による流れるような音の動きによっ
て，燕が飛びかう様子が描写されている。
bar．16－20
Allegrovivace
ex．3“HerrLenz”（R．シュトラウス）
第9，10，11小節日の32分音符の動きによって，馬に乗った少年の動きが描写されている。
bar．9－12
②自然環境の模倣
cx．4“Erist－S”（シューマン）
第18小節目からの伴奏のアルペジオは，詩にみられるハープの音を示す。 これは泉のわき上がる音の
描写といえる。
bar．15－24
ex．6“FruhlingsAnkunft”（シューマン）
ピアノ右手バートに16分音符動きによる内声部の動きがあり，伴奏は小川のせせらぎを思わせる。
bar．ト9　、
ex．8“ImFrnhlingsanfang”（モーツアルト）
第9小節目から左手パートがトレモロで奏され，右手パートはそれまで単音進行が第10小節目から，2
声となる。この部分に春の義動が感じられる。
bar．6－13
ex．9“Frnhlingsregen"（レーガー）
伴奏では，密集した和音の動きがあり，PPでsempreassaidalicatioで奏される16分音符の動きは，春
の霧雨を思わせる。
bar．1－4
（2）内面心情表現，イメージ
ここでは，自然のもつ力や気持ちの高揚，あるいは揺れ動く気持ち等が表現されている。
ex．10“Frnhlingsglaube”（シューベルト）
伴奏と旋律をみると，冒頭から第9小節目まで両者の動きは異なっている。 それに対し，第10小節日
からは，伴奏は旋律とユニゾンになっている。 この部分では碓たる生命のエネルギーが感じられる。
bar．9－13
ex．11“Frtlhlingsnacht”（シューマン）
伴奏は，三連符のリズムが小節ごとにクレッシェンドする形で進行している。 この形は前奏から曲全
体を通してほぼ一貫してみられる。 ここに春を迎える気持ちの高揚が感じられる。
bar．1－5
ex．12“Fruhlingslied”（シューマン）
第11，12小節で春を「王」と呼びかけている部分では，オクターブの跳躍がfで歌われ，その部分の
伴奏は旋律と同じ動きを伴いながらsfで奏される。 ここに気持ちの高揚と力強さが感じられる。
bar．10－15
ex.13"ImwunderschonenMonatMai"(シューマン)
冒頭は嬰へ短調で奏される。 そこでは掛留音,上行尊書,先取音が使われ,微妙な響きとなっている。
さらに,低音の半音進行が加わって曖昧模糊とした香気が立ち上がる。 伴奏は問いかけるようにアルペ
ジオを繰り返す。 また,終止は嬰へ短調の属和音終止である。
bar.ト12,23-26
以上のように古典派，ロマン派の歌曲を中心として，春5月に関する様々な表現がみられた。 それら
の表現しているのは，旋律よりもむしろピアノ伴奏である。 そこではリズム，音量，和声・調性等に様々
な工夫が凝らされている。
4おわりに一教科をこえた教材の提示に向けて－
声楽作品の成立において最も直接的な関係をもつ
のは詩である。詩は，季節や風景，人間模様等様々
な事物が様々な視点からうたわれている。 生活の中
で作者が心動かされるものが詩の題材となっている。
ドイツ文化圏では春をうたった詩が多い。 それは
春が単に冬からの解放というだけでなく，1年中で
最も生気に満ちた良い時期であるということに関係
していると考えられる。
このことから春の歌について，音楽の生成や表現
を考え，作品を総合的に理解するためには，その歌
が歌われた地域の気候や風土，生活習慣等の理解が
必要といえよう。そうしてはじめて，その地域の人々
の気持ちに近づくことができるのであり，そのよう
な気持ちで歌を歌ったり，聞いたりすることができ
ると考える。そうした学習を行うためには音楽科と
理科との連携という視点が必要になると考える。 す
なわち，春の歌について感覚的に捉えるだけでなく，
そこに歌われている静の背景にある気候や風土に対
する科学的な目をもつことが必要とされる。 音楽学
習は，詩の背景にある気候や風土に対する科学的な
目こよって深まることが期待される。
ところで，それぞれの音楽作品にみられる特徴の
いくつかは，本稿で例示したような季節変化過程の
詳細も含めた多彩な気候環境が無意識のうちに感覚
として反映されたり，あるいは意識的に取り込まれ
たものである。したがって，従来の自然科学的なア
プローチに加え，「芸術作品や風土への影響として
現れたもの」にも目を向けることにより，我々を取
りまく環境である自然とその仕組みをより深く理解
することにつながるものと期待される。 さらに，そ
のような活動は，自然と人間とのメンタルな面も含
めた関わり方を総合的に理解するための一つの切り
口にもなり得よう。
本稿では，ドイツの春を取り上げて，気候と音楽
の関係を検討し，その結果をもとに，音楽科と理科
との内容の連携の必要性について述べた。 教科の連
携の視点からみると，音楽作品のもつ文化的背景を
中心とする場合には，音楽科と社会科や国語科等と
の連携が可能である。また，舞踊を取り上げるなら
ば,身体運動の点では体育科,空間構成の上で美術,
被服の点で家庭科,舞踊の時代背景の点で社会科な
どが音楽科との連携可能な教科として挙げられる。
このように教科をこえて学習を連携させれば,総合
的で体験的な学習活動が期待できるのではないだろ
うか。今後,教科をこえた学際的協力を視点とした
学習方法の開発を目指して研究を進めていきたい。
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バム」)の作品番号がOp.79-19の版もある.
2) "Fruhlingsankunft" 「春が来た」 (「こどものための歌
のアルバム」)の作品番号がOp.79-20の版もある。
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Climate in spring in Germany and musical expression on "spring" in the classic and the romantic songs -A
 trial of joint activity of music with meteorology-
 Haruko Kato (Faculty of Music, Kurashiki Sakuyo University),
 Kuranoshin Kato (Faculty of Education, Okayama University)
 Every music work is, more or less, reflected by the regional characteristics of natural environment and the
 culture in each region. In order to comprehend them totally with consideration of their background and
 expression in school education, it is firstly necessary to understand the climate, culture and life in each region
 where the music works express.Such approach enables us to sympathize with the feeling of the people there,
 and to sing and accept these songs with deeper appreciation. For that purpose, joint activity between the
 different special fields would be important.         ?
 The present study is a trial of the joint research between music and meteorology/ We firstly examined the
 climatological features on spring in Germany, especially for those in "May". And then, the songs on "spring"
 in the classic and the Romantic ages there were investigated. Around May in Germany, the solar altitude and
 the solar insolation rapidly increase, and the temperature in the lower troposphere has risen close to the annual
 maximum in late May.Analyses of the songs containing the motivation for "spring" or "May" reveal various
 kinds of interesting musical expressions on "spring". Finally, necessity for extension of the joint activity of
 music with natural sciences is addressed from a viewpoint of relationship between the music expression and the
 climate.                                            i
Key words: spring season, climate and music, musical expression of German songs, seasonal variation of
 climate system, joint activity of music and meteorology
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